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「ロボカップ２０１７名古屋世界大会視察見学会」を開催 

（７月２９日（土）開催事業報告 メンバー出席７名） 

事業担当：まちづくり委員会 

 
本青年部・まちづくり委員会（道脇副部会長）は、７月

２７日～３０日に名古屋国際展示場において開催された、

ロボカップ２０１７名古屋世界大会（ロボカップ国際委員

会など主催）に参加しました。 

「２０５０年までに人型ロボットでサーカーワールド

チャンピオンに勝つ」という夢に向かってスタートしたロ

ボカップは、１９９７年に名古屋で開催された大会を契機

に、その後世界各地で開催されております。今年は世界４

０カ国、３８８チーム（日本からは５３チーム）、約３０

００人の研究者や学⽣が「ロボカップサッカー」、「ロボカ

ップレスキュー」、さらに、今回から家庭内を想定した人

工知能（ＡＩ）の「ロボカップ＠ホーム」、「ロボカップイ

ンダストリアル」、「ロボカップジュニア」などの競技種目

に参加し、サッカーや災害救助支援に関連する技術を競い

合いました。 

大会開催中には併催事業として、トヨタ、ソニー、ＮＴ

Ｔ、パナソニック等多数の大手企業が出展しました。ロボ

ット関連技術、製品、サービスなどが競技会場内で展示紹

介をする「ロボット技術・産業フェア」。世界各国の青少年

が創作・発明した作品をプレゼン、展示する「世界青少年

発明工夫展２０１７」が、また保管庫から商品を取り出し、

収納する協議「アマゾン・ロボティクス・チャレンジ」が

開催されました。また、競技者でない子ども向けの体験型

イベントも多く開催されていました。ロボカップの観戦や

展示会に訪れた子どもたちに、世界中から集まって切磋琢

磨する同世代の子どもたちの姿に刺激を受けることで、ロ

ボット研究者や将来のものづくり産業を支える存在になってもらえる可能性を与えた大会になっ

たのではないでしょうか。 

子どもだけでなく、大人も、ロボット競技や展示会を通じて、高度に発達していく人口知能の技

術の未来に思いを馳せたと思います。 

来場者は４日間で約１０万人が来場、来年はカナダのモントリオールで開催されます。 
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『一隅千を照らす 青年部』〜メンバーを照らし、地域を照らすまちづくりを～  
 

参加者全員で集合写真！！ 

併催事業の世界青少年発明工夫展 


